
 

 

                             

                             

                             

十
一
月
十
六
日
、「
八
幡
・
平
田
・
松
山
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
合
同
研
修
会
」
を
松
嶺

コ
ミ
セ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
酒
田
市
全
域

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
が
組
織
化
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
八
幡
・
平
田
・
松
山
の
三
地
区
関
係

者
の
情
報
交
換
を
目
的
に
、
当
連
絡
協
議
会
が

呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。 

八
幡
地
区
の
四
コ
ミ
振
、
平
田
地
区
の
五
コ
ミ

振
、
松
山
地
区
の
四
コ
ミ
振
、
計
十
三
の
コ
ミ
振

会
長
・
事
務
職
員
と
行
政
関
係
者
の
総
勢
四
十
二

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、「
コ
ミ
振
活
動
を
進
め
る

う
え
の
課
題
」「
若
い
人
を
地
域
活
動
に
取
り
込
む

た
め
の
工
夫
」
「
防
災
活
動
を
進
め
る
う
え
の
工

夫
」
の
三
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
振
の
事
例
や
課
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題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
合
い
ま

し
た
。 

 

「
役
員
の
な
り
手
が
少
な
い
」
「
公

民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
へ

の
意
識
の
切
り
替
え
が
難
し
い
」
な
ど

の
悩
み
が
多
く
出
る
中
、
「
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
活
性
化

に
つ
な
が
っ
た
」
と
い
う
成
功
例
も
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ミ
振
と
自
治
会
の
関
係
の

あ
り
方
、
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
普
段
は
な
か
な
か
話
を
す
る
機
会

の
少
な
い
事
務
職
員
同
士
も
交
流
を

深
め
る
な
ど
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。 

 

各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
地
域
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

コミ振名 会長名

一條 佐藤　重孝

観音寺 土井　長俊

大沢 後藤　甚一

日向 後藤　正利

田沢 阿　蘓　勝

東陽 阿部　時男

郡鏡・山谷 堀川　和輝

南平田 長谷部久雄

砂越・砂越緑町 東海林　正

南部 齋　藤　勝

山寺 冨　樫　茂

松嶺 阿　部　茂

内郷 寒河江久也

八
幡
地
区

平
田
地
区

松
山
地
区

■三地区のコミュニティ振興会
十
二
月
十
日
、
松
山
の
四
コ
ミ
振
の
事
務
職
員
が
、

松
嶺
コ
ミ
セ
ン
を
会
場
に
し
て
、
「
広
報
紙
研
修
会
」

を
受
け
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
よ
り
住
民
の
方
に
読
ま
れ
や
す
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
当
連
絡
協
議
会
が

企
画
し
た
も
の
で
、
講

師
に
山
形
新
聞
社
の

武
田
敦
美
氏
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。 

各
事
務
職
員
は
読

み
や
す
い
紙
面
の
作

り
方
や
写
真
の
撮
影

方
法
つ
い
て
指
導
を

受
け
ま
し
た
。 

今
後
の
コ
ミ
振
の

会
報
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

 


